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発刊にあたって

熊本市は、清らかな地下水や豊かな緑な

ど,の自然環境に恵まれ、熊本城をはじめとす

る優れた歴史遺産と伝統文化を受け継ぐ,九

州中央の拠点都市ですこ

私たち市民は、先人たちが築いてきたこの

"ふるさと熊本"を誇りに思い、さらに活気あふ

れる魅力あるまちへと発展させるために一市

民・事業者・行政がお互いの役割と責任を

担いながら、協働のまちづくりを進めていま一九

このような中、昨年3月には九州新幹線が

全線開業し、さらには周辺3町との合併を経

て、本市は本年4月に政令指定都市として、飛

躍に向けた新たな一歩を踏み出しました。

今後は、拡充された権限と財源を最大限

に活用し、熊本の特色を生かした魅力あるま

ちづくりを進めることで、国内外における本市

の拠点性をより一層高めてまいりたいと考えて

'.・-:辛

また、昨年2月に策定した「挑戦元年アク

ションプラン」のもとに、市役所・交通体系・

中心市街地の再デザインも進めており、指定

都市移行を契機として、県内はもとより九州全

体の発展に「貢献できる都市」、全国から東

アジアから「選ばれる都市」、そして、もっと暮ら

しやすさを実感できる「日本一暮らしやすいま

ち」の実現を目指してまいりま一九

最後になりますが、この「2012年市勢要

覧」が、皆様方に本市の取り組みをご理解い

」*'i "・サ∴　皇."・　>:IォI-∴.:'∴ :二

千成24年4月

熊本市長　章山政史

H23.3桜の馬場城彩苑開館　　H23.10くまもと森都心プラザ開館　H24.1熊本上海事務所開設
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健軍襲桜木

田圃

●区役所の位置
※地図上の表示は小学校校区

+ =【I山陽新幹線

-歪鑑琵埜ト

■■■計画中の道路

+空港

且主要港湾
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■地域[位置・面積]
経度:東経130-42'29"緯度:北緯32D48'12′′
地点:中央区手取本町1番1号

総面積389.54平方キロメートル
※世界測地系　資料:国土地理院、市統計課

本市は九州の中央、熊本県の西北部、東経1 30度42分・北緯

32度48分の位置にあります。

地勢は、金峰山を主峰とする複式火山帯と、これに連なる立田

山等の台地からなり、東部は阿蘇外輪火山群によってできた丘陵

地帯、南部は白川の三角州で形成された低平野からなっています。

気候は、有明海との問に金峰山系が連なるため、内陸盆地的気

象条件となり、寒暖の較差が大きく冬から春への移り変わりは早く、

夏は比較的長いことが多いようです。

■地目別土地面積の割合

その他

原野0.1%　19.8%

雑種地こ品--㌔

畑
13.1%

山林
平成23^1月1悶在　　　1 5.2%
埼料:而課税管理課

醜・L

宅地
25.1%

田
21.1%

種案

中央区計　25.46 183,881　84,913　98,968　92,892

乗区計　　50.07 188,341　88,750　99,591　75,950

西区計　88.80　93,170　43,464　49,706　37,881

両区計　109.86 123,507　57,801　65,706　44,598

北区計115.35 145,462　68,841　76,621　54,849

j可389,54ヰ
(H24.4. 1現在推計人口) <面積:国土地理院公表値>

茸推計人口とは、国勢調査確定値を革に毎月の転入・転出及び出生,死亡を増減したものですO

■気温と降水量
(過去5年(平成1 9年～23年)の降水量と気温の平均)
平均気温　平均障水軍

rc
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1月　2月　3月　4日　5月　6月　7月　8月　9月10月71月12月

資料:熊本地方気象台

■過去5年間降水量比較
+23年ー22年　+21年　　　20年　　19年

1月　2月　3月　4月　5月　6日　7月　8月　9月10月11月12月

資料:熊本地方気象台

■過去5年間気温比較
-1-23年　-ヱ122年　---21年　　　20年　　19年
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平成24年4月1日

政令指定都市誕生のあゆみ

合併(富合田)

平成19年1月　5日

10月31日

12月17日

平成20年1月30日

10月　6日

「熊本市・富合町合併協議会」設置

熊本市と富合町の合併について調印

「廃置分合議案」議決(熊本県議会)

総務大臣による廃置分合の告示

新熊本市の誕生
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合併(城南町・植木町)

平成20年10月　2日

12月　4日

平成21年　7月　6日

7月14日

9月14日

10月16日

平成22年　3月23日

指定都市へ

平成22年　5月31日

10月26日

11月30日

平成23年　2月　4日

3a15R

8B 2±)Ej

10月18[]

平成23年10月21日

平成24年　4月1Ej

「熊本市・城南町合併協議会」設置

「熊本市・植木町合併協議会」設置

熊本市と城南町の合併について調印

熊本市と植木町の合併について調印

「廃置分合議案」議決(熊本県議会)

「総務大臣により廃置分合の告示」

新熊本市の誕生

「行政区画の編成及び区役所の位置」に

ついて市の方針決定

事務権限移譲に関する県市基本協定締結

「政令指定都市の実現に関する意見書」

議決(熊本市議会)

「行政区の名称」について市の方針決定

「熊本市の政令指定都市に関する意見

書」議決(熊本県議会)

総務大臣等に政令改正の要望書提出

政令改正に関する閣議決定

固ffl」扇

指定都市熊本誕生

指定都市移行記念式典開催

蝣蝣!蝣蝣!圏
中央区役所

〒860-8618中央区手取本町1番1号

℡096-328-2555(代表)

中央区の人口(※H24.4.1現在推計人口)

AD)183.881A

㊨ 92,892世帯
(画25.46 y個士地理院公表個)

nr喝　　　　　ワBffi
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北　区

熊本城を中心にした市中心地域の人

口密度が最も高く、都市集積が進んで

いるエリアで、区の中心には上通、下通

のア-ケード街を核とする県内-の中心

商店街が広がる一方、周辺地域には旧

城下町としての倖まいの街並みも残って

おり、新旧の調和が保たれています。

また、行政機関や企業の本店も多く、

交通網の拠点として交通センターから

は放射線状にバス網が張り巡らされて

&WB

琵Li||^Ojjffil|^^^j戦声鯉† ^w亡聖 ▲ 、・一一・一、-
.1' I_　　　t.i

E]長塀の桜・・・国の重要文化財.熊本城の長塀(全長約242m)と塀の上から見え
る熊本城内の桜が見事なコントラストを描いています。
臼市電-市街地の新たな緑創出事業のひとつ、 「市電緑のじゅうたん事業」による
市電軌道敷内の緑。

E]みずあかり-熊本城～桜町～花畑公園にかけて続く道箔をいろどる市民のお
祭り「みずあかり」o

E)熊本城と雪・・・お城の黒と雪の白で幻想的な雰囲気をみせる冬の熊本城。
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秦区
東区役所

〒862-8555東区東本町16番30号

雷096-367-91 1 1代表)

乗区の人口(※H24.4.1現在推計人口)

。玉亘) 188,341人

(亘寅) 75,950世帯

㊨ 50.07山個土地理院公表値)

IB

- .1粛直l

Z経

乗区は、熊本市の東部に位置し、五つ

の区の中ではもっとも人口の多い地域

ですO

区域内には園道57号(通称乗バイパ

ス)や県道36号(通称第二空港線) 、県道

1 03号(通称国体道路)等の主要幹線が

走り、商業施設や医療機関、学校や福祉

施設等も多く、都会の姿を見せる一方で、

北には託麻≡山、南には江津湖の自然が

広がり、都市の利便性と自然とが調和し

た住環境に優れた地域ですO

ロ6　　　　口UTLINC　□F Kuト1AMロTCコ　CITY

団自然
区の北部には、託麻三山とそれに隣接して熊本県民運動公園があり、南部には1

B40万トンもの湧水量を誇り、貴重な植物、無が生息する江津湖や1 20種1 000頭
の動物と5万点の植物を有する動植物園等があり、市民の憩いの場となっています。

as史.文化
区の南部には、幕末の思想家横井小柄の家塾跡横井小楠記念館(四時軒)があ
り、小柄に関する資料のほか、勝海舟や吉田松陰、西郷隆盛などのゆかりある人々の
書も展示されています。また、本格的ホ-ルを持つ健軍文化ホールは「生活文化拠
点」として市民に利用されていますQ

田商業とまちづくり
新がんばる商店街77選にも選ばれた健軍商店街をはじめ、各地域で医簡連携や
環境、健康支援等、地域に根ざした商店街活動が行われていますOまた、区唯-の商
工会、託麻商工会でも青少年健全育成や福祉への支援活動等、人にやさしく、地域
に愛される取り組みが行われています0

日農業
区域には、主体的に取り組む組織も壱成されており、整備された水田に、米、麦、大
豆が大規模に生産されています。
また、区の北東部では、酪農、肉用牛、養豚、馬の生産が盛んに行われ、本市畜産の
中心となっています。

西区は、熊本市の西側に位置し、河内み

かんなどの果樹栽培の盛んな金峰山、ノリ

やアサリ・ハマグ」などの養殖も盛んな有

明海など豊かな自然に恵まれたところです。

加えて、陸の玄関である熊本駅、海の玄関

である熊本港も廃しており、人や物の交流

拠点として重要な役割を担っています。

また、国指定史跡である「池辺寺跡」や

「干金甲古墳」のほか、宮本武蔵が五輪書

を執筆した霊巌洞、加藤清正の菩提寺で

ある本妙寺など名所・旧跡も数多く存在し、

西区は「自然」 「食」 「賑わい」 「歴史」に恵ま

れた地域となっています。

西区
西区役所

〒861-5292西区小島2丁目7番1号

雷096-329-1 1 1 1 c代表)

西区の人口(※H24.4.1現在推計人口)

ad)93.170a

㊥37,881世帯

〔童画二) 88.80 m個土地理院公表値)

九州新幹線の全線開業により、九州の真
ん中に位置する熊本市は、交通の要衝とし
ての役割が飛躍的に高まり、関西圏との人
的交流、商圏の拡大が期待されています。

Eg熊本港
熊本の西瓢に位置し、熊本駅から車で約
20分のところにある熊本の海の玄関口です。
敷地からは鳥原と雲仙が望め、きれいな
夕Elスポットとしても人気です。

田森都心プラザ
」R熊本駅前にある複合施設で、「観光・郷
土情報センタ-」、rプラザ図書館」、「ビジネ
ス支援センター」、「プラザホール」など多く
の施設で構成されています。

E)本妙寺
加藤家代々の菩提寺で日蓮宗の名利で
すo清正が父の菩提寺として大阪に建立し
たものを、肥後入国後、熊本城内に移し、清
正の逝去後、さらに現在の中尾山中腹に移
建されました。
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両区
南区役所
〒861 -41 89両区冨合粧昌藤405番地3　i 1

℡096-357-41 1 1代表)

両区の人口(※H24.4.1現在推計人口)

画123,507人
し些軍ノ) 44, 598世帯

・こ酎封1 09.86m個土地理院公表値)　　　　　巨益孟ムー_一三三_

ロ8　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　ロTC3　City

Tこ:　一、..h、

一戦-㌔_
、レこ.ここ

SjK包_

′い　　　　　　　す-　、

両区は、加勢川、緑川など一級河川が東

西を貫流し、雁回公園や塚原古墳公園など

の拠点的な公園緑地を有する、自然豊かな

地域であり、区域の半分を占める農地では、

きゅうり、メロン、トマトやナス、花きなどの

栽培が盛んに行われています0

-方で、半導体生産のルネサスセミコン

ダクタ九州=場や城南=業団地、県内の流

通の拠点である流通業務団地、新幹線熊本

総合車両基地などがあり、熊本の製造業、

運輸業の中枢を支える地域でもあります。

ll-　　　　‥` ㌔ r一氏/-

Er熊本総合車両墓地

熊本総合車両墓地は、博多総合車両所、仙台の新幹線総合車両センターに次いで日本で3
番Ejの新幹線の総合車両墓地となります。

Elくまもと=芸会館

古くから桶や刃物などの伝統工芸が盛んな川尻町にあり、川尻桶や刃物、肥後象眼などの

伝統工芸品と共に、陶芸、革細工、ステンドグラスなどの現代工芸品を展示しています。

E]川尻の船着場

江戸時代、船荷の積み下ろしのために設けられた船着場。

明治初期の記録では年間1.000膿を超える南仏が行き来したとされています。

蝪SKnt缶公園

園内最大級の酎旨定史跡「塚原古墳群」が広がり、桜やアジサイ、コスモスなど季節の花が

咲くきれいな古墳公園に整備されています。

日アクアドーム

市民の皆様がスポ-ツを楽しみ、また豊かな蕃らしを形成するためのスポ-yコミュニティ

拠点として身近に親しめる施設です。

北区は熊本市の北部に位置し、五つ

の区の中でもっとも面積が大きい区です。

区域内を国道3号が走り、豊かな農産

物に恵まれ、文化・歴史では、田原坂、武

蔵塚等の史跡、また、本市の上水道の水

源としても利用される八景水谷水源や

立□山等自然も豊かです。

また植木温泉や宮原温泉、菊南温泉、

梶尾温泉など癒しを得られる場所に富

み、 「貧」 「歴史」 「自然」 「温泉地」に恵まれ

た暮らしやすい地域です。

][区
1蝣・・.=「

〒861-0195北区植木町岩野238番地1

℡096-272-1 1 1 1(代表)

北区の人口(※H24.4.1現在推計人口)

(画145,462人
〔重め54,849世帯

㊥ 1 15.35y個土地王那完公表値)

D田原坂資料館

西南の役当時の責重な宮薩両軍の武器・弾薬・備品などの遺品や戦争資
料が展示してあります。

E]7-ドバル熊本

食に関する施設が集まる食のテーマパークo園内では=程の見学やソー
セージづくりなどの体験ができます。

E)武蔵塚公園

剣豪・宮本武蔵が眠る公臥園内には、象徴の二刀を携えて立つ武蔵の
ブロンズ像も置かれ、日本庭園や茶室などもある緑多い静かな公園となっ
ていますo

E)八景水fj:公園

水と遊び、水を学ぶ公臥園内には、豊富な湧水墨を誇る水源や、小さな
子どもも水と触れ合える池、水について学べる「水の科学館」があり、水と
親しめる公園となっていますO
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熊本市第6次総合計画

都市くまもと
水と.緑と、情熱7、

～九州の真ん中!人ほほえみ暮らしうるおう集いのまち～

熊本市第6次総合計画は、本市のめざすまちの姿を『湧々(わくわく)都市くまもと～

九州の真ん中!人ほほえみ暮らしうるおう集いのまち～』とし、子育て支援や公共交

通機関の充実などの、特に重点的に取り組む「くらし」 「めぐみ」 「おでかけ」 「出会い」の4

つのわくわくプロジェクトを掲げるとともに、すべての施策分野にわたり、市民、地域団

体・NPO等、事業者、行政それぞれの活動の目安となる役割分担を示した、長期的なま

ちづくりの計画です。

この計画を、市民の皆さんと行政の共通.共有するまちづくりの指針とし、総合的・計

画的な市iER運営に努めながら、市民協働の新しい熊本づくりを進めています。

基本構
」」

「j

めざすまちの姿の実現に向けた分野ごとの施策の基本方針　l

一.tr_i

▼
▼
▼
▼
T
▼
▼

D]「くらしわくわく」プロ=J工ワト
夢わく1子どもも大人もみんなの笑顔が輪になるまちをつくる

夢わく2　だれもが能力を発揮でき、将来も住み続けたいと思えるまちをつくる

P]「めくIみわくわく」プロ=J工ワト
夢わく3　ふるさとの自然を守り、世界に誇れる環境先進都市をつく香

夢わく4　伝統と文化が息づき、 「くまもと」の恵みを満喫できるまちをつくる

回「おでかけわくわく」プロ=)工ワ卜
夢わく5　だれもがあでかけしたくなるまちをつくる

夢わく6　ハス・電車、自転車などで気軽におでかけできるまちをつくる

囲「出会いわくわく」プロ=jエフト
夢わく7　温かいおもてなしの心があふれ、楽しい交流が生まれるまちをつくる

l　ォ・・　　一人ひとりの人権が等しく尊重され、わけ隔てなく参画できる社会の実現I

2　ともに支え合い、文化に親しみ安全で安心して心豊かに暮らせる生活の実現

3　生涯を通して健やかで、いきいさと暮らせる保健・福祉の充実

4　子育てしやすく、子どもたちの健やかな成長をはぐくむ環境づくりの推進

5　豊かな人間性と未来を切り拓く力をは<・くむ教育の振興

6　水と緑の良好な環境の保全と循環型社会の構築

7　地域の活力をつくりだす産業・経済の振興

8　安全でだれにも優しく使いやすい都市基盤の充実

T:諸^.蝣T -1一声」s:ト。こ. O.";-j,蝣蝣



*
'
?
恥
類
.
軒
‥

サ
　
*
k
>
w
も
l
r
獲
て
・
「
h
、
L
　
㍉

City of Kumamoto outline

熊本市第6次総合計画

~

`

~

～

一

t

一

■

D]くらしわくわくプ。=)工ワト

子どもも大人もみんなの笑顔が輪になるまちをつくる

子どもたちが笑顔になると家庭も地域も明るく元気になる。

そんな、みんなの笑顔が輪になり広がるまちをつくります。

T)子どもたちが楽しく、いきいきと

学び遊べる環境づ≪♭』

○放課後の学びや遊びの場である部活動、児童育成クラブ

や放課後子ども教室、元気に安全に遊べる公園など、子ど

もが楽しく親が安心できる居場所づくり

○学ぶ楽しさ・分かる喜びを実感できる学習、自然や生き物、

芸術・文化とふれあう体験、住んでいるまちを誇りに思い、

郷土の先輩や熊本の歴史に学ぶ機会づくり　など

(i)社会全体で子育てやワーク・ライフ・

バランスを応援するまちづくり

○子育てバリアフリーの推進による子どもと一緒に安心して

外出できる環境づくり、安心して産み育てられる保育、保

健・医療サービスの充実

○女性や子育て世代などがいきいきと活動できるよう、仕事

と子育てなどの両立を支援する仕組みづくり　など

子ども科学・ものづくり経費/熊本博物館

ナイストライ事業経費/享旨導課

こんにちは赤ちゃん事業/子ども支援課

乳幼児ママ・パパ教室事業/子ども支援謀

L i

.　.! . ・`.`

膚

凹くらしわくわくプロi/工ワト

「私たちは、すべての人がいきいきと暮らし、

将来の夢と希望を描けるまちをつくります。」

次の時代を担う子どもたちは、まちの宝です。子どもたちの笑顔
がまちを輝かせます。

子どもたちがいきいきと育ち、若者や女性、高齢者、障がいのあ

る人なども、だれもが能力を発揮し、夢と希望を描きながら生涯に

わたって「くまもと」に暮らし、その夢を実現できるまちをつくるため、

次の2つの「夢わく」を推進します。

だれもが能力を発揮でき、将来も住み続けたいと思えるまちをつくる

若者が夢を持って働き、高齢者や陣がいのある人も、だれもが自分の能力

を発揮しながら、ずっと「くまもと」に住み続けたいと思えるまちをつくります。

①暮らしを支え、働く意欲に応える

「くまもと元気産業」づくり

○豊かな農水産物の第6次産業化、食を通じた観光振興など

の異業種連携、大学や1T技術産業の集積を生かした新たな

商品開発や起業化の支援など、本市の地域特性を生かし

た新たな産業の創出

○コミュニティビジネスや福礼ト健康・環境保全など、暮らしを

支える地域産業の振興と就業機会の拡充　など

②暮らしを豊かに、将来も住み続けたいと

思える地域づくり

○多様な世代の地域活動への参加を促す仕組みづくりなど、

若者の行動力やシニア層の経験等を生かした個性豊かな

地域づくりの推進

〇千どもや高齢者・障がいのある人の見守り、防災・防犯など

に対する地域力の強化による、だれもが安全安心して暮ら

せる地域づくりの推進　など

若年者の就活支援塾経費/産業政策課

企業誘致戦略事業/企業立地推進室

市民公益活動推進経費/市民協働課

防災に関する啓発経費/危機管理防災総室
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プロ=J工ワト

甑現離.
v/蝣蝣-'蝣'こ. l I
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固めく勧わくわくフロ=)工ウ卜

「私たちは、先人から受け継いだ豊かな恵みを

はぐくみ、次の粧代に引き継ぐまちをつくります。」

「くまもと」は、歴史・文化と自然の宝庫です。

この恵まれた環境と素材にさらに磨きをかけ、世界に誇れる質

の高いまちをつくりあげるため、次の2つの「夢わく」を推進します0

ふるさとの自然を守り、世界に誇れる環境先進都市をつくる

地域環境の保全はもとより、温暖化対策をはじめとする地球

環境問題に率先して取り組み、旧本-の地下水都市」 「森の都」

の名にふさわしい世界に誇れる環境先進都市を目指します。

①地球温暖化防止をリードする都市づくり

○環境保全型エネルギーの活用や省エネルギーの推進、公共

交通機関の利用促進などによる、低炭素都市の実現

○屋上緑化や壁面緑化などによるヒートアイランド現象の緩

ft]　ど

(2)見て、ふれて、豊かさを体感できる

水と緑の空間づくu
O「熊本水遺産」や名水百選の活用、街かどの水の演出など、

地下水都市を印象づける空間づくり　　　　Ir
O街なかにおける木陰づくりや市電軌道敷緑化など、新たなl
緑の創出による「森の都」を印象づける空間づくり　など

③地球環境を守るライフスタイルの実践

○省エネや節水運動、ごみ減量・リサイクル(3R)の推進など

による、市民総参加の持続可能な資源循環型社会づくり

など

伝統と文化が息づき、 「くまもと」の恵みを満喫できるまちをつくる

熊本城に象徴される歴史的遺産や伝統、文化をはじめ、

風情ある町並み、安全でおいしい水や食材などの本市特

有の豊かな恵みを、魅力的な市民共有の財産として今の

時代に生かし継承するとともに、市民の健康づくりを支え
る食文化のまちをつくります。

(力地域に息づく伝統や市民の力が
生み出す新しい熊本文化の振興

○市民総参加による熊本城復元整備計画の推進や、俳句、

邦楽、神楽や獅子舞などの地域に伝わる伝統の継承、

「みずあかり」などの市民の力が生み出す新しい熊本文

化の振興　など

③豊かな農と食の恵みを生かしたまちづくり

○熊本の良質な食材と食文化を生かした食青の推進によ

る健康づくりや、熊本産の花で彩るうるおいのある暮ら

しづくり

○肥後スープなどの地産地消メニューの開発・販売や、地

産地消レストラン等の認定・拡大等による、憶の恵みの

まちくまもと」の確立と発信　など
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B]おでかけわくわくプ。:J工ワト

だれもがおでかけしたくなるまちをつくる

中心市街地や地域の商店街、動植物園、江津湖などの拠点の魅力を高め、

友達や家族と楽しく語らいながら、花や緑などの季節の移ろいや、まちの魅力を

ゆったりと味わうことが出来る、おでかけすることが楽しいまちをつくります。

②にぎわいと楽しさあふれるまちづくり

○ストリ-トアート・プレックス、ゆかたまつりなどのにぎわ

い創出による中心市街地の魅力の向上や、地域のまつり、

商店街のイベントなど、地域の個性を生かしたにぎわい

づくり

○マスコミ、ホームぺ-ジ、携帯電話などを活用した、積極

的なイベント情報の発信　など

②自然の豊かさと安らぎに満ちた

オアシスの創出

○江津湖や動植物園の魅力向上や多自然型河川の整備な

どによる、水の豊かさと安らぎを感じられるオアシスづくり

○金峰山、立E]山、雁回LLJなどにおける散策コースの整備

等、森林浴や野鳥・野草戟寮など、自然と-体化できる森

と緑のオアシスづくり　など

商店街活性化対策事業/商工振輿課

城下町大にぎわい市開催事業/商工振興課

動植物園再編整備経費/動植物園

博物館わくわく企画展開催経費/熊本博物館

risl"T　　　、

;宣tあてかけわくわくプロ-JT-ワト

「私たちは、だれもが気軽におでかけできる

まちをつくります。」

おでかけが楽しいまちは、人の元気とまちの元気があふれるま

・)で下.

日常のおでかけ、休日のおでかけ、遠くへのおでかけが楽しく、

便利なまちをつくるため、次の2つの「夢わく」を推進します。

バス・電車、自転車などで気軽におでかけできるまちをつくる

仕事へ、学校へ、買い物へ、私たちの毎日は、おでかけの連続です0

日常生活において、クルマがなくてもだれもが気矧こ快適に移動できるまち、

遠くへのおでかけの際に、その交通拠点へのアクセスがしやすいまちをつくります。

①だれもが利用しやすい

公共交通システムの整備
○交通機関相互の結節強化やバス綱再編、コミュニティバスの

導入検討やデマンドタクシーの充実、利用者のニーズに即し

たダイヤ改正などによる公共交通機関の利便性の向上

○車輸・施設・設備等のバリアフリ-化、 ICカードの導入による

公共交通機関と商店街などとの連携促進　など

③自転車が利用しやすい環境や
快適な歩行空間の整備

○街なかにおける駐輪場や自転車走行環境の整備などによる

自転車が利用しやすい環境づくりや、市民一人ひとりの自転

車利用マナー向上や木陰の創出などによる安全で快適な歩

行空間の創出　など

③駅、漕、空港、高速インターチェンジと

都心とのアクセス向止
○スマートインターチェンジの整備促進、熊本駅や交通セン

ター等から空港への公共交通機関によるアクセス機能の強

化など

公共交通機関利用促進経費/交通政策総室

電停改良経費/交通政策総室

熊本市おでかけパス券交付経費/陣がい保健福祉課

一放置自転車ゼロ作戦推進経費/土木管理課

千言、:‥‥二・-

且
.
1
G
j
u
J
は
ほ
H
r
絹
^
f
<
・
.
蝣
*
蝣
*
!
一
バ
㍗
ノ
け
-
+
*
-
-
f
l
指
は
唱
リ
ォ
r
サ
-
-
・
>
*
1
-
1
t
蝣
W
W
r
a
W
*
去
=
・
、
・
、
算
z
r
^
T
-
↓
・
蝣
*
?
-
・
-
-
-
盲
て
,
I
-
7
育
-
I
T
:
-
-
"
'
'
二
サ
'
-
V
由
*
-
*
r
?
廿
ォ
*
i
デ
盛
P
-
.
号
.
せ
l
I
、



チ騰

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

-

1

1

1

-

I

-

-

-

一

1

　

-

J

サ

ー

細

J

r

嗣
B
m
m
t
n
m
t
B
T
&
m
m
K
m
m
m
u
B
a
B
S
.
 
-
,
 
-
:
　
蝣
蝣
-

of Kumamoto outline

熊本市第6次総合計画

「私たちは、おもて

いね

様々な出会いが生まれる

まちをつくります。」

こぐ.I

プuvェワト

「くまもと」は、九州の真ん中!

九州の元気を繋<+まちです。

内外の多くの人々が「くまもと」を

訪れ、楽しい豊かな時間を過ごして

いただける``ぉもてなしのまち"をつく

るため、次の「夢わく」を推進します。

温かいおもてなし漉:楽。い交流が生まれるまちをつくる

采熊者が「くまもと」に良い印象を持って、何度も訪れてもらえるような、

温かいおもてなしの心とまちの魅力・活気があふれ、楽しい交流が生まれる

まちをつくります。

(:主)世界に誇る熊本シティブランドづくりと

国内外への「くまもと」の魅力の発信

O「熊本城」や「地下水」など、 「くまもと」の魅力を生かしたまち

づくりや国内外へのシティプロモーション活動の推進　など

ri〕おもてなしの心でもてなす人と仕組みづくり

○観光ボランティアの育成や熊本のフアンを増やすなど、郷士へ

の愛着と采熊者へのおもてなしの心をもった人づくりの推進

○外国語の案内表示の設置など、外国人が-人でも安心して歩

けるような、世界で通用するおもてなしの仕組みづくり　など

⑨九州、アジアの交流拠点にふさわしい

まちづくりと内外との活発な交流の促進
○九州中央の交流拠点にふさわしい、城下町の風情とにぎや

かな商業空間が調和した中心市街地の形成や、熊本駅をは

じめとした広域交通拠点における結節機能の向上や中九州

横断道路の整備促進など、九州中央のハブ機能の確立

○九州各都市や乗アジア諸都市との学術・文化、観光・経済な

ど幅広い分野での交流の促進や、様々なコンベンション(大

会・会議)の誘致等による交流機会の拡充　など

熊本シティブランド戦略推進経費/シティプロモーション課

観光案内サイン整備事業/観光振興課

東アジア経済交流戦略経費/産業政策課

桜の馬場観光交流施設整備事業/観光振興課

Kumamoto outline
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■歴代市長
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■歴代市議会議長

市議会は、市民から選ばれた議員49名(現員数うち1名は合併特例によるもの)

で構成されています。会派としては、自由民主党熊本市議団(1 9名) 、くまもと未

莱(1 0名) 、市民連合(8名) 、公明党熊本市議団(7名) 、日本共産党熊本市議団(3

名) 、日本の教育を考える会(1名) 、自由クラブ(1名)の7会派が結成されています。

会議は、年4回開かれる定例会と必要がある場合に開かれる臨時会があります。

内部の審査機関としては、常任委員会と議会運営委員会及び特別委員会があり

ます。常任委員会は予算・決算議案及び関連議案を審査する予算決算委員会の

ほか、総務・企画教育市民・福祉子ども・環境水道・鯨斉都市整備の計7委員会が

あり、所管部門の事務を調査し、議案などの審査を行います。議会運営委員会は

議会の運営に関する調査を行います。特別委員会は必要に応じて議会の議決に

ょり設置されますが、付議された事件を審査するもので、現在、総合的なまちづく

り対策に関する特別委員会中心市街地の活性化に関する特別委員会・財政運

営のあり方に関する特別委員会・議会活性化特別委員会・市民病院のあり方に関

する特別委員会の各特別委員会があります。

■歴代市議会副議長
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■市議会議員(平成24年4月1日現在)

監薗匿鑑等艦慧翫
津田征士郎　自　民　党

田　尻　刃等　博　市民連合

小佐井賀瑞宜　自　民　党

寺　本　義　勝　自　民　党

高　本　一　臣　自　民　党

西　岡　誠　也　市民連合

福　永　洋　一　市民連合

田　上　辰　也　市民連合

白河部貞志　未　　来

上野美恵子　共　産　党

有　馬　純　夫　公　明　党

藤　岡　照　代　公　明　党

満　永　寿　博　自　民　党

三　島　良　之　自　民　党

費　藤　　聡　自　民　党

坂　田　誠　二　自　民　党

浜　田　大　介　公　明　党　藤　山　英　美　未　　来

井　本　正　広　公　明　党　田　中　誠　一　未　　来

大　島　澄　雄　自　民　党　東　すみ　よ　市民連合

原　口　亮　志　自　民　党　家　人　安　弘　市民連合

くつき信栽　自　民　党　鈴　木　　弘　公　明　党
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日本教育

自　由　ク

共　産　党

田　辺　正　信　市民連合

■常任・特別委員会(平成24年4即日現在)

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

名　　称

予算決算委員会

総務委員会

企画教育市民委員会

福祉子とも委員会

環境水道委員会

経済委員会

都市整備委員会

議会運営委員会

総合的なまちづくり対策に関する特別委員会

中心市街地の活性化に関する特別委員会

財政運営のあり方に関する特別委員会

議会活性化特別委員会

市民病院のあり方に関する特別委員会

■市議会のしくみ

総務局、財政局、会計総室、消防局、選挙管理委員会、監査委員、人事

委員会の所管に属する事項、他の常任委員会の所管に属しない事項
予
算
決
算
委
員
会
の
所
管
に

属
す
る
事
項
を
除
く

安全で安心な市民生活を実現するための諸問題と災害に強いまちづくりや危機

管理対策の強化に関する調査

1 2名　　中心市街地活性化及びこれに関する事業の諸問題と対策に関する調査

1 2名　　大都市にふさわしい財政運営の健全化と財政基盤の強化を図るための諸問題の調査

lo島;議会活性化のための諸改革に関する調査

6名:市民病院の建て替えに伴う諸問題に関する調査
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熊本市機構匪(平成24年度の熊本市の組織)

市

中部浄化センタ-

東部浄化センタ-

南部浄化センター

西部浄化センター

教育委員会 教育委員会事粍居

監　査　事　務　局

人事委員会事務局

農業委員会事務局

教　育　政　策　課

金峰山少年自然の家:

分校1校ll幼　稚　園　8　噺E糊共同調理場1B場

西区分室　両区分室　北区分室

教育相談室

怖'-?*交1 1交

指　　導　　課

平成23年度

市長事務部局

(消防局を除く)
9局31部113課

全部局 15局44部153謀

平成24年度

市長事務部局

(消防局を除く)
13局 7総室135謀

全郎局 19局18総室175課
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X D 2 42 5 ^ V K 牀

司 産 業 2 6 1 葛 鴨

E ) 保 健 福 祉 2 6

.∂ 生 活 .環 境 2 7

(ヨ 安 心 .安 全 2 8

E i. 教 育 .文 化 .観 光 2 9

田 市 民 の くらし . 30

の 大 都 市 比 較 3 1

回 主 要 観 光 地 .施 設 等 3 2

因 財 政 置

lLー
■ 平 成 2 4 年 度 l 般 会 計 当 初 予 算 【歳 入 .歳 出 】 fcーL

ォS tB* 123{t(4.5 % )ァi 4 *#ァ142ォR(5.1% )m m & zm m89ォR(3.2% )41e n(1.5 % )* <m 791I R(2.9 % )(0.6% ) _/蝣e ォ12(1 R / ¥(0.4 % ) /(1.5% )JSI5SR 79S R(2.9 % ) 潤 ＼、芋 1∴ V ;蝣I|I,Ii ;iiサ蝣・

旺l 中 ・t + iA .J--.抽 斗 ;

E ) 人 口

" 国 勢 調 査 人 口 .世 帯 数 の 推 移

年次 昭和5 5年 昭和6 0年 平成2年 平成7年 l 平成12年 平成17年 1 平成22年

-総数 5 2 5ー66 2 5 55▼7 19 57 9 ,30 6 65 0▼3 4 1 6 6 2 ,0 12 6 69 ,60 3 734 ,47 4

一 男 2 5 1,0 1 1 26 5 ,03 7 27 5 ,4 2 4 3 10,1 18 3 14 ,4 5 5 3 16 ,04 8 3 44 ,29 1

簡竃 247S R ＼＼ 護 憲 L

i

i

-

(tiR )3.000 ,般 %+ 誓 誓 額 警 65 (S B ),70A 2.680 2,635 -

I

2.500 2.259 2一202 2.3H 2.259 2.223 2,174 2.148 2.114 2'215 2.180 2 081 2,091 2 039 2.126 2.091 2,152 2.119 …… i

女 2 74▼6 5 1 29 0 ,68 2 30 3 ,88 2 34 0ー22 3 34 7 ,55 7 353 ,5 55 390 ,18 3 2.000 A 427 2.345

人口 40
5 '> A a (0 ~ 14 @ )(% )4 1 * B A P (15~ 64S )(% )* * A P (6 5 * IUア)(% ) ≡ … l ll 蓋 巨 ……… ………… ………… ……… :…… :‥……… 3222 台 30 32 3624 21 24 22 …:

世帯 180 ,2 39 19 4ー4 8 6 2 1 1,20 7 24 6 ,70 0 26 0 ,67 2 270ー5 30 30 2,4 13 500 10

1世帯当たり人員 2.9 2 .9 2 .7 2 .6 2 .5 2.5 2 .4

(注)平成20年l0月6日に富合町と合併0平成22年3月23日に城南町、植木町と合併O

■ 人 口 ピ ラ ミ ッ ド

【聞 5 0年 l0 即 日醐 還 雷 = ^ 呂16票 三豊 人口) 【平成2 2年 1 0 ^ 1日現在】 還 忘 霊 宝呂16禁 W A D )人口)

90 4 蝣 年少人口(15歳未満の人口) 90 ー■ 年少人口(15歳未満の人口)

0 0
12年度 l3年度 14年度 15年度 16年度 l7年度 18年度 19年度 20年度 2 1年度 22年度 -

実質収支は、地方公共Ej]体の財政運営が良好かどうか判断する憂要な指標のI つですが、平成2 1年度を除くここ数年は、20- 30億円の黒字決算を続けていますC
なお、平成21年度は、2町合併影響等により、大幅な実質収支の増となっていますO L

※実質収支=歳入総韻l歳出総統l翌年度へ繰り越すべき財源

■ 普 通 会 計 市 債 現 在 高 の 推 移 ～

3.400 地方脚 在高 耶 財政欄 憤除く地方債現在高

80 ^= -I- 80

m r - . :蝣-. . 70

==…… 3.148 - 1nn3,100 3 0ア 3,049 ー

≡ 60 ).-三三二三二.、 PN三三≡三三.≡二二≡二三二三≡ 60 ≡=三≡.三=三≡=l=ここここニ 二T 一.
2.800 2.849 2,8402.722 27 81 2-77-

男 ll:善業 50 ≡三 軍 ≡三ll. 女 男 ≡ ≡ 妻 50 ≡ 童 女

PIニ≡‥ ニ= .‥ 40 1lこ こ二一ニニ=ニニr ー≡≡± 三三三≡≒≡≡±士.壬±±三≡三三≡二

▼一W=三三≡三二≡ ここ= Lニニ=二...】 ー て={ニ二二.≡≡∃0 ≡≡≡=三≡≡≡二三三≡ = =:ラ.l<

…‥ " 88400 ー469 2.375 2 323 2-410 2.367 一,

2.200
+ 、 士亨手三三二三三〒買. 2… 三三〒≡亨三三三モ三二三 善≡芸事董≒手蔓≒善事 20 喪

.:--- * '" fきき享子≠±≒ こ. m - 三 三三三三三三≡三三三三

2.000 I 12年度 l3年度 1咋 度 l5年度 16年度 l7年度 18年度 1咋 度 20年度 2 l年度 22年駐

二二三三三三壬三〒≡ 0 一 0 三≡≡≡≡≡≡ 財政の中期見通しの策定などによる計画的な財政運営により、市債残苗は減少を続けていましたが、平成2 1年度は2mJ合併による引継ぎ等によりL平成22年度は肝時財政対策儀の増力ロにより、市債

7,000 6.000 5,000 4,000 i一000 2,000 1,000 0 一,000 2,000 3.0004,000 ST0006,000 7,000 ′,000 5,000 4,000 3,000 2.000 1,000 0 一,0005,0003,0004一,0005,一,0006,I,000 7.000
(人) (人)

ロ OTlコC ITY

だ一

残高が増力Dしていますが、臨時財政対策億を除く而憤捕高は減少していますB t

ド
V

ELt紹桁oto
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篭l産業
葛産業(大分類)別事業所数・従業者数(民営)　　　　　　　　　　　　　平成21年聯センサス_基闘蛮

総 数 農林漁業

鉱業ー

採石業▼

桝臓取業

建設業 製造業

電気l

ガス.

熱供給一

水道業

惜乾垂儲
運輸業,

郵便業

tm m 金融業 不動産業
学術研究. 宿泊業ー生活関連

a pt ,

学習支援叢

医療.
複合 サービス業

小売業 保障業 物品賃貸業

-

専門-技術

サービス業

飲食サ】

ビス業

サービス業1

娯楽業
福祉 サービス

事業

(他に分類

さ鵬いもの)

事業所数 32,036 117 6 2,874 1,245 13 4 4 1 659 9,333 708 2,399
l

1,789 4 ー04 6 3▼034 ' 987 2,040 203 2,14 2

従事者数 317,766 1,500 3 1 23 ,242 22,979 835 7ー328 ,14,458 8 0,24 2 10,9 19 9,18 7 10,336 34 ,0 22 14,976
l
14,445 44 ー716 2,585 25 ,965

■農家戸数・農家人口　　　　　(農林業センサス)　　■経営耕地面積

(h∂)

1 0,000

8.000

6,000

4,000

2.ロoo

0

一-*潤 畑　　　　樹適地

4,519　　　　　　　4,150

(農林業センサス)

L
コ
　
　
　
r
r
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3

　

　

　

9
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r
j
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′
D

平成1 2年　　　　　　　平成1 7年　　　　　　　平成22年

※平成20年1 0円に富合町、平成22年3月に城両町、植木町との合併をそれぞれ行っている。　　　　　　※平成20年1 0月に富合町、平成22年3月に城両町、植木町との合併をそれぞれ行っている。

El保健福祉
書医療施設 各年10月1 Ej現在

年 度

病 院

施 設 数 病 床 数

総 数 精 神 病 院 一 般 病 院
療 養 病 床 を
有 する 病 院

(再 掲 )
zm 精 神 感 染症 結 核

-

- as
療 養 病 床

m m

平 成 2 0 年 度 8 6 1 5 - 7 1 3 5
-

14 ,3 18 , 2 ,7 8 5 1 2 3 2 7 ,9 2 1 3 ,5 6 8

平 成 2 1 年 度 8 9 16 7 3 3 6 14 ,6 7 3 2 ,9 7 5 12 2 7 8 ,0 4 2 3 ,6 1 7

平 成 2 2 年 度 9 7 1 7 8 0 4 3 15 ,7 13 3 ,3 0 7 1 2 2 7 8 ,4 2 2 3 ,9 4 5

年度

- 般診療所 歯科謬療所

施設数

病床数
療養病床
(再掲)

施設数

病床数
十∴ +

有珠 無床
療 養病床 を
有する診療 所
(再掲)

総数 有床 無床

平成2 0年 度 5 79 1 4 1 4 3 8 2 4 2 ,2 4 5 2 5 6 3 5 6 2 3 5 4 2 5

平成2 1年度 58 8 1 3 9 4 4 9 2 2 2 ,2 2 7 2 4 7 3 6 0 1 3 5 9 6

平 成2 2年度 6 2 1 1 4 2 4 7 9 2 2 2 ,2 8 6 2 5 0 3 8 0 1 3 7 9 6

鞘-s病床には、 IE]その他の病床(IB療養型病床群を除く)を含む。療養病床には、旧療養型病床群を含む。 ・x休止中を除く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各年1 0即日現在
資料市医療政策課

■保育所の状況

年次 保育所教職 員数 定員
年齢別入所者数

総数 5 歳 4 歳 3歳 2 歳 1歳 0 歳

平成2 0年 132 2,7 37 12 ,330 12,8 25 2▼7 94 2 .60 1 2ー536

2,514

2,2 03 1,96 9 722

平成2 1年 13 5 2,66 7 12.760 13,3 23 2 ,7 72 2 ,76 1 2 ,3 74 2 ,10 4 798

平成22年 ー5 2 3 ,04 2 14 ,460 15,2 16

2,0 05

3 ,16 9 2 .98 1 2,9 84 2 ,7 49 2 ,43 4 899

市立 2 3 25 8 2,035

ー2,425

46 0 384 4 00 34 0 32 0 10 1

798私立 12 9 2.784 13,2 11 ' 2 ,70 9 2,59 7 2,5 84
l

2 ,4 09 ' 2 ,1 14

軒数字に広域入所委託は含まれない。
賃料市保育幼稚園諜

□uTL州E DF KuMAト1ロTロ　CITY

皿^'蝣?.aS:

書生活保護状況
(世帯・人)
1 4,000

1 2,000

1 0.000

8,000

6.000

4.000

2.000

0

7.1 93

ts3SAMll,741

10,03510,618231

1801862009.814

1801798,591
7.4447,837

蝣'3.53二

18年度

世帯及び人員は年度平均、金額は年度計を示す.
資料市保護管理室

日生活・環境
書熊本市消費者物価指数

(億円)
こ'->0

200

150

(
U
n
U
　
　
　
　
0

1

　

　

　

　

5

　

　

　

　

　

0

平成22年=1 00

年 次 総 合 食 料 住 居 光 熱 .水道
家 具 .

家 事 用 品

被 服 及 び

履 物
保 健 医 療 交通 .通 信 教 育 -教 養 娯 楽 話 雑 責 エネルギー 軟膏関係費

教 養 娯 楽

関 係 責

情 報 通 信

関係 費

平 成 1 8 年 9 9 .9

9 9 .8

9 5 .8 9 8 .6 9 8 .6 1 4 .7 9 7 .9 9 8 .3 1 0 0 .6 1 1 1 .8 1 0 8 .0 9 7 .6 9 9 .8 1 0 9 .7 1 0 6 .8 1 0 2 .6

平 成 1 9 年 9 5 .8 9 9 .3 9 9 .4 10 8 .4 9 9 .6 9 9 .1 1 0 0 .0 1 1 1 .7 1 0 5 .7 9 8 .5 1 0 1.3 1 0 9 .7 1 0 4 .7 1 0 0 .7

平 成 2 0 年 1 0 1 .0 9 7 .9 9 9 .1 10 2 .8 10 7 .9 1 0 1 .3 9 8 .8 1 0 3 .2 1 1 1 .9 1 0 5 .2 9 8 .5 1 0 8 .0 1 1 0 .1 1 0 4 .8 1 0 0 .7

平 成 2 1 年 1 0 0 .3 9 9 .1

1 0 0 .0

9 9 .7 10 0 .9 10 4 .9 9 9 .0 9 9 .8 9 8 .6 1 1 4 .0 1 0 2 .1 9 8 .5 9 7 .7 1 1 2 .1 1 0 2 . 1 0 0 .4

平 成 2 2 年 1 0 0 .0 1 0 0 .0 10 0 .0 10 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 10 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0

平 成 2 3 年 9 9 .5 9 9 .4 9 9 .7 0 2 .3 9 2 .6 9 9 .0 1 0 0 .1 1 0 1 .3 1 9 7 ,5 9 6 .2 1 0 3 .7 10 5 .2 , 9 8 .0 9 6 .5 9 9 .9

資料総務省統計局r消費者物価指数年報」

書ごみ処理量の推移

年度

総数

圃敷 面積

平成 18 年度 7 9 2 5 6 2 .9 5

平成 1 9 年度 7 9 9 5 7 8 .9 6

平成2 0 年度 8 0 7 5 9 2 .1 6

平成2 1年度 8 8 3 6 4 2 .8 4

平成2 2 年度 8 9 2 6 4 2 .1 3

※まちの広場は総数に含まない.

冒ilsfflllL欄薗覇

吉年度末E]現在
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看下水道施設及び普及状況

年度 市域面積 処理区域面積 処理区域内人口
(A )

普及率 (% )

(A )′行政

処理下水量

m
水洗化戸数

平成2 0 年度 2 8 ,6 5 5 ー0 ,1 0 7 5 7 8 ,0 7 4 8 5 .9 7 8 ,3 2 4 ,9 9 7 2 1 7 .4 1 6

平成2 1年度 3 8 ,9 5 3 1 0 ,5 9 8 6 0 2 ,5 6 6 8 2 .8 7 4 ,5 0 9 ー9 9 1 2 3 1 , 1 1 1

平成2 2 年度 3 8 ,9 5 3 1 0 ー7 8 7 6 2 0 ,1 3 0 8 5 .1 7 7 ,6 7 3 -5 2 5 2 3 5 ,4 5 0

※水洗化戸数は、平成2 1年度版まで水洗便所取付戸数として表記。

3-1 -=;上下水道局

■上水道事業の概要

年度 結水世帯 計画銘水人口 給水区域内人口 給水人口 膏及率
配 水量

年間有収水量 青堀率 水源地

年間(10 00 m ') 1日景大M OOOirf)1 E]副 、(1000m1;(世帯) ;a i (A ) (JU (% > 10 00 m ' (% ) iH pfil

平成 1 8 年度 2 7 7 .4 6 9 6 8 1 ,0 0 0 6 6 7 ,8 9 9 6 5 4 .8 1 9 9 8 .0 8 2 ,2 9 4 2 5 5 1 7 6 7 4 ,0 8 1 9 0 .0 2 1

平成 1 9 年度 2 7 9 ,4 9 4 6 8 1 ,0 0 0 6 6 8 ,0 2 1 6 5 5 ,1 5 0 9 8 .1 8 1 ,1 1 5 2 4 5 1 7 5 7 3 ,5 5 5 9 0 .7 2 1

平成 2 0 年度 2 7 6 ,4 8 6 6 8 1 ,0 0 0 6 7 7 ,3 7 5 6 6 4 .2 4 4 9 8 .1 7 9 ,6 6 6 2 4 4 1 7 2 7 2 ,2 0 8 9 0 .6 3 6

平成 2 1年度 2 8 4 ,2 5 8 7 0 8 ,0 3 3 7 1 4 ー6 4 5 6 8 0 ,1 2 8 9 5 .2 7 9 ,1 18 2 3 8 1 7 4 7 2 ,0 9 1 9 1 .1 5 8

平成 2 2 年度 2 8 5 ,4 7 9 7 0 8 .0 3 3 7 1 9 ,0 3 6 6 8 5 ,15 2 9 5 .3 8 0 ,4 4 6 2 4 2 1 7 9 7 3 ,2 9 8 9 1 .1 5 8

flVI rp⊥卜:Av員南

■犬の登録・捕獲及び処分等頭数

田安心・安全
書原因別火災件数及び被害状況

年 次

原因

平成 1 8 年 平成 1 9 年 平成2 0 年 平成 2 1年 平成2 2年

件数
高 遠 「

件数 損害額 件数 損害顧 件数 損害 鞘 件数 損害額

合 計 2 0 2 1 7 8 ,0 0 2 2 0 8 2 0 0 ,4 8 0 1 8 3 1 8 2 ,9 6 8 1 9 6 1 2 5 ,6 0 7 1 7 5 3 5 6 ,1 8 0

た ぱ 2 3 5 6 ,6 2 2 2 4 2 3 .2 6 7 1 6 2 ,0 1 2 3 1 3 8 .8 5 0 2 2 3 3 ,8 6 6

た き 火 8 8 ,1 3 7 1 3 3 ,0 3 1 4

7

3 1 4 1 8 4 7 1 ,5 9 2

火 遊 び 7

7

7 ,7 3 2 l l 8 8 1 ,8 7 4 1 2 6 ,5 8 2 8

l l

6 7

こ ん ろ { ≡ 芸 孟 7 0 7 7 2 2 l l 4 9 2 1 2 1 ,0 6 8 2 2

2 4 4 ,9 5 2 4 3 l l ,1 6 0 2 0 2 5 ,5 7 7 2 1 2 4 ,0 7 6 1 8 1 3 0

放 火 ( 疑 含 ) 5 2 2 2 .6 1 5 3 6 8 ,5 2 7 3 5 2 2 ,7 9 6 4 4 7 ,7 4 9 2 8

3

1 8 6 ,6 1 4

風 呂 か ま ど 2 2 2 1 1 4 5 1 1 9

ス ト ー ブ 5 3 6 ,5 2 9 6 2 5 ,2 7 4 5 3 ,4 0 3 4 4 .7 6 2 1 2 1 3 ,3 8 2

マ ッ チ . ラ イ タ ー 8 4 .1 2 4 5 8 3 8 3 ,1 2 4 2 1 2 2

配 線 器 具 1 3 ,7 9 9 8 2 2 ,9 7 0 7 1 2 ,8 5 2 5 1 ,5 0 7 4 3 ,6 3 4

5 4 ,9 4 3

2 ,9 2 2

4 0 ,8 0 8

1 8 ,1 8 9

電 灯 電 話 配 線 7 1 0 ,3 5 6 1 5 4 7 ,5 2 2 9 3 4 ,0 2 9 9 3 1 ,1 0 3 1 0

電 気 機 器 4 2 8 3 2 ,0 8 7 4 4 ,6 3 3 3 2 0 3 4

不 明 7 4 ,4 7 4 9 2 0 .5 3 5 7 9 ,7 4 5 7 2 ,1 2 0 9

そ の 他 4 7 1 7 ー9 0 5 2 8 3 5 ,9 1 4 4 9 6 2 ,2 8 3 3 1 7 ,4 0 1 3 7

資料市消防局

日教育・文化・観光
書学校(医)数及び児童生徒(園児)数の推移

■刑法犯罪検挙件数

年次
幼稚囲 小学校 中学校 高校 短期大学 大学 専修 .各 種学校

学校数 園児数 学校数 児童数 学校数 生徒数 学校数 E 生徒 数 学 校数 生徒数 ; 学校数 生徒数 学校数 生徒数

平成 2 1年 5 6

5 8

9 ,4 9 8

9 ,5 8 0

8 3

9 4

4 0 ,5 9 3

4 2 ,9 7 6

4 6

5 0

2 1 ,2 9 2 2 8 2 5 ,7 8 6 1
l 6 0 6 8 2 4 ,5 0 5 4 5 8 ,9 1 7

2 2 年 2 2 ,4 3 5 - 2 8

2 7

2 5 ,8 7 4

2 5 ,8 7 0

6 4 4 8 2 4 ,6 2 8 4 4 9 .2 3 0

2 3 年 5 8 9 ,5 6 9 9 4 4 2 ,5 8 2 5 2 2 2 ,4 7 3 6 6 4 2 4 ,5 9 4 4 4 9 .0 0 9

資料県統計調査課市教育委員会各大学

■市立図書館蔵書冊数

年 度 tJ IS 総 記 哲 学 [ 歴 史 社 会 自 然 s m 産 業 芸 術 語 学 文 学 小 説 絵 本 E その 他

2 3 年度末 1,22 5 ,6 73 30 ,48 8 4 1,3 1 9 99ー7 16 13 6 ,9 5 9 85ー19 6 8 8 ,9 6 0 37 ,2 25 9 4 .7 8 1 ー8.36 5 20 7 ,28 7 229 ,7 57 14 8 ,4 0 0 7 ,2 20

(うちプラザ図書館) 14 2 ,193 3 ,40 7 8 ,6 1 5 1 2 ,08 1 25 ,5 0 5 1 2,62 8 ! 12 ,0 1 0 7,3 56 12 ,4 5 0 3,57 5 18 ,5 14 18▼5 05 7 ,5 4 7 0

那,当市立図書館　※プラザ図書館は平成23年1 0月開館。視聴覚員料及び雑誌(1 5.723冊)は含まないo

■観光客数

観光客数　　　　宿泊客数　-熊本城観覧人員

cit

Ku結nbT。
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田市民のくらし

世帯人口
1世帯当り2. 4人

′＼「 ~~
l

題
題

蝣

t

m

i

m

　

ォ

m

一

酒

1人1日0.05

ごみ収集量

1日に544トン

(人口関係は平成23年分、予算は平成24年度当初予算額、その他は平成22年または22年度分の数値)

人口密度
1k汀紀1 ,889人

転入

1日につき75.4人

�"*f5

犯罪

1日につき21.7件

市職員

市民115人に1人

iii巳ヨ

乗用自動車
1世帯に1.2台

品JF

転出
1日につき73.4人

.火災
1日に0Ⅰ5件

消防職員

市民1 ,178人に1人

交通事故
1日に13.4件

水道使用量

1B1人あたり235

市民1人当り1 26,280円　　市民1人当り375,660円

都市名 面積

(kirf)

ラ
ン
辛

ン
グ

人口

ラ
ン
午
ン
グ

人 口密度

d kirt当たり)

フ
ン
辛
ン
グ

世帯数

?; I

辛

ン
グ

産業別就業者比率

第 1 次

産業

ラ
ン
寺.
ン
グ

I
第 2次 :

産業 】

ラ
ン
辛
ン

Pグ

!3 #

産業

i

=妄

札 幌 市 1.12 1.12 3 1,9 13,545 4 1706.8 14 885 ,848 4 0.45% 17 15.22% ,18 84.33% 2

仙 台 市 785.85 7 1,045,986 ll 1334.9 15 465.260 ll 0 .90% 7 15.12% 19 83.98% 3

さいたま市 2 17.49 18 1,222.434 9 5620.6 5 503,126 10 0.81% 10 19.94% 15 79.26% 6

千 2 72.08 16 96 1,749 13 3 534.8 8 406.309 13 0.75% 12 18.09% 16 8 1ー17% 4

横 浜 市 437.38 ll 3,688.773 1 8433.8 3 1.583,889 1 0.48% 16 20 .67% 13 78.84% 8

川 崎 市 142.70 20 1.425,5 12 8 9 989 .6 】2 662,694 8 0.4 1% ー8 21.15% 12 78.44% 9

相 模原市 328 .83 14 717,544 18 2182.0 10 302,8 15 :16 0.6 1% 14 25.44% 3 73.96% 18

新 潟 市 726 .10 8 8 11ー90 1 15 1118 .2 17 3i2ー533 ' 15 3.73% 3 22.2 1% 8 74.07% 17

静 岡 市 1,4 11.85 2 716,197 19 507.3 20 279 ,019 20 2.87% 5 26 .6 1% 2 70.52% 19

浜 松 市 1.558 .04 1 800 ,866 16 5 14 .0 19 300ー444 18 4.27% 1 35.18% 1 60.54% 20

名 古屋市 326 .4 3 15 2 ,263 ,894 3 6935.3 4 1,021,227 3 0.26% 19 24 .28% 6 75.47% :13

京 都 市 82 7.9 0 c; 1,4 74 ,0 15 6 1780.4 13 681.581 7 0.86% 8 21.65% ll 77.49% :10

大 阪 市 223 .0 0 17 2,665ー314 ・~t 1980.6 1 1,3 17,990 2 0. 0% 20 23.02% 7 76.89% 12

堺 市 149 .9 9 19 841▼966 14 56 13.5 6 344 ,465 14 0.52% 15 24 .72% 5 74 .75% 15

神 戸 市 55 2.26 9 1ー544 ,200 5 2794.1 9 684 .183 6 0.77% ll 20 .12% 14 79.11% 7

岡 山 市 78 9.92 6 709,584 20 898▼3 18 296,790 19 2.87% 4 21.74% 9 75.39% 14

広 島 市 905.4 1 4 1ー173,843 10 1296.5 16 5 12,907 9 1ー03% 21.67% 10 、蝣77.31% ll

北 九州市 488.78 10 976,846 12 2002.2 11 420.702 12 0.8 1% 9 24.90% 4 74.29% ー6

椙 同 市 34 1.70 13 1,463,743 7 4 288.5 707,358 5 0.68% 13 13.90% 20 85ー4 2% 1

熊 本 市 389.54 12 734,474 17 1885.5 12 302,413 17 3.87% 2 16.8 1% 17 79.32% 5

※平成22年国勢調査確定値。

瀬面積は国土交通省国土地理院「平成23年全国都道府県市区町村別面積調」によるC

都 市 名

事 業 所 数 全 国 物 価

地 域 差 指 数

～
1 -p

: チ

市 区 町 村 別 生 命 表
地 下 水 の

取 水 割 合

フ
ン
辛

全 産 業

ラ
ン 第 1 次

産 業

…董
第 2 次 .フ

ン
辛
第 3 次

産 業

i

; 2

男 】壬
女
+ ラ
= 呈

辛
ン
グ

産 業 ン
グ

10譜 票 鋤 多 (読 ) ン
グ
(3 ) I <j

(% ) ノ
グ

札 幌 市 8 0 ,3 1 3 5 10 3 5 1 0 ,7 0 4 5 6 9 ,2 0 6 4 1 0 2 .2 9 7 9 .1 12 8 6 .3 5 0 ▼0 l l

仙 台 市 4 8 ,6 6 7 9 6 5 14 5 ー8 4 6 1 6 4 2 ,5 3 3 9 1 0 3 .2 1 2 7 9 .8 2 8 6 .2 9 0 .1 1 0

さ い た ま 市 4 3 ,7 3 7 1 2 6 4 1 6 7 ,4 10 1 2 3 6 ,0 9 0 l l 1 0 3 .3 13 7 9 .7 6 8 5 .8 1 3 8 .2 5

千 葉 市 3 0 ▼8 0 6 1 9 4 6 1 9 4 ,3 5 2 19 2 6 ,2 6 5 18 0 3 . l l 7 9 .4 9 8 5 ▼8 1 3 ～
tfi 」 市 1 2 3 .2 7 7 J 1 5 9 2 2 0 .4 5 1 3 1 0 2 ,3 2 4 3 1 0 7 .3 2 0 7 9 .8 蝣? 8 6 .2 9 0 .0 l l

… 崎 市 4 4 ▼1 1 0 l l 6 6 1 2 8 .5 3 8 8 3 5 ,3 9 0 1 2 0 7 .0 1 8 7 9 一〇 1 3 5 .2 9 3 .3 7

相 模 原 市 2 5 .2 8 7 2 0 8 3 7 5 .3 7 9 1 7 1 9 ,7 2 2 2 0 0 3 .4 1 4 7 9 ▼8 2 8 6 .3 5 0 0 l l

新 潟 市 3 8 .7 9 4 1 5 1 5 2 3 6 ,5 8 5 1 4 3 一,8 4 1 1 3 9 9 .0 1 7 9 .0 1 3 8 6 .6 2 0 .0 l l

静 岡 市 3 9 ,6 0 2 1 3 7 9 9 8 ,0 4 5 1 0 3 1 .3 5 6 ; 1 4 1 0 1 .6 6 7 9 .0 1 3 8 5 .9 1 2 6 5 .4 2

浜 松 市 3 9 ,5 7 2 1 4 1 6 6 1 9 ,4 0 3 6 2 9 ,8 2 1 5 9 9 . 2 8 0 .3 日 8 6 .6 2 3 0 .6 : 4

名 古 屋 市 1 3 2 ,1 9 9 2 6 5 1 4 2 2 ,5 6 0 2 1 0 9 ー3 0 2 2 1 0 4 .5 1 5 7 8 .6 1 7 8 5 .3 1 8 〇一0 1 1

京 都 市 8 1 ,1 4 9 4 ;"4 10 1 4 ,2 5 3 4 6 6 ,6 0 3 5 0 7 .0 1 8 7 9 .2 1 0 8 5 .8 】1 3 0 ,0 l l

大 坂 市 2 0 9 ,6 3 6 1 5 4 1 8 3 3 ,8 5 8 1 1 7 5 ,4 2 6 1 1 0 5 .3 1 7 7 7 .0 2 0 8 4 .5 ?.O 0 .0 l l

堺 市 3 1 ,9 5 3 1 8 2 4 2 0 6 ,2 9 3 1 5 2 5 .5 6 4 1 9 1 0 2 .0 8 7 8 .6 1 7 8 5 .2 】1 9 0 .0 l l

神 戸 市 7 3 ,6 3 5 7 7 4 1 『 8 .8 5 6 7 6 4 ,4 9 1 7 1 0 4 .5 1 5 7 8 .8 1 6 8 5 .7 1 6 0 .6 8

岡 山 市 3 3 .6 4 9 1 6 9 2 6 5 .2 3 0 1 8 2 8 ,1 5 1 1 7 1 0 0 .9 5 T 9 二5 7 8 6 .6 2 3 8 .2 ^

広 島 市 5 8 ,0 4 9 8 8 3 7 5,4 -0 1 9 4 9 ,3 7 5 1 0 1 .7 7 7 9 .5 7 5 .3 5 0 .0 l l

北 九 州 市 4 7 .7 9 6 ー0 b 5 1 7 6 ,7 9 1 1 3 4 0 ,8 0 8 1 0 9 9 .9 4 7 7 ▼8 1 1 9 8 5 .6 1 7 0 4 9

福 岡 市 7 4 ,5 8 7 6 6 6 1 2 7 ,7 1 9 l l 6 6 ー5 9 6 6 10 3 .0 1 0 7 9 .2 1 0 8 6 .3 5 4 .4 6

熊 本 市 3 2 ,5 7 2 i 丁 1 2 0 4 4 ,1 2 5 2 0 2 8 ,2 0 2 1 6 9 9 .7 ! 3 7 9 .8 1 2 8 6 .7 1 1 0 0 .0 1

※平成21年経済センサス一塁硬調否
※平成2 1年7日実施のため、熊本市分については、旧城南町、旧植木町分を加え算出している6
(注1)産業3部門に含まれる産業大分類は;欠のとおり(第1次産業:r農業」. r林業」. IS農業」.

第2次産業: 「鉱業」. 「建設業.I. 「製値業」.第3次産業:前記及び「分類不能の産業」以外の産業)

日
本
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暮
ら

ど
真
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中
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●熊本市

政
令
市

「
九
州

※総務省「全国物価統計調査Jテ-夕年次:H1 9
米厚生労働省「市町村別生命表」デ-夕年次:H16-Hl8
※厚生労働省「水道統計」、日本水道協会「水道事業ガイドライン」データ年S:H20

○国勢調査における第1次産業の就業者比率

○経済センサスにおける第1次産業の事業所数

○全国物価地域差指数
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蝣蝣Tra il頭

●熊本城

e桜の馬場　城彩苑

e熊本県立美術館(本館)

0熊本県立美術館(分館)
e熊本県伝統工芸館

e熊本市現代美術館

⑳熊本市熊本博物館

e旧線川刑部邸

e監物台樹木園

◎小泉八雲熊本旧居

◎夏目瀬石内坪井旧居
◎徳富記念囲

◎五高記念館

◎リデル・ライト両女史記念館

◎神風運資料館

◎立田自然公園

◎後藤是山記念館
◎水前寺成抱囲

◎熊本洋学校教師ジェーンズ邸
◎熊本近代文学館

⑳水前寺江津湖公園

⑳北岡自然公園

]ヒ　区

⑳武蔵塚公園

◎熊本国際民芸館

⑳熊本市水の科学館
⑳御馬下の角小屋

⑳フードパル熊本

◎植木温泉

◎宮原温泉

◎種田山頭火・昧取観音堂

◎田原坂公園・ffl原版資料館

◎豊岡のめがね橋

⑳小野泉水公園

西　区

⑬本妙寺(宝物館)
◎烏出美術館

◎雲巌禅寺・五百羅漢・霊巌洞

⑳峠の茶屋公園

◎金峰森の駅みちくさ塩

◎くまもと森都心プラザ

≠　」

蝣i;)熊本市勤植物園

由横井小楯記念館

南　区

◎くまもと工芸会館

⑳雁回山長寿寺木原不動尊

◎六殿神社

⑳雁回山自然公園

◎熊本市塚原歴史俗資料館

⑳塚原古墳公園

即3 rllォV ら.、tv;守

本丸

二の丸

二の丸

千葉城町

千葉城町

上通町

蘭mj¥

古京町

二の丸

〒KJ]

内坪井町

大江4丁巨]

黒髪2丁目

黒髪5丁目

黒髪5丁巨]

黒髪4丁旨

水前寺2丁目

水前寺公園

水前寺公園

出水2丁呂

出水2TE]

神水本町他

横手2丁目

龍田弓削1丁目

龍田1丁目

八景水谷l丁目

四方寄町

頁町

植木町米壊

綿hffli:*;原

植木町昧取

境木172問

植木町豊岡

植木町小野

花園4丁日

ff,しきun

松尾町平山

河内町岳

河内町岳

春日1丁目

3'I'5TF「

沼山津1丁巨]

川尻1丁目

富合町木原

富合町木原

富合町木原

富合町平原

城南町塚原

城南町塚原
⑳塚原古墳公園

ELt紹桁。tcT

:.現Ll亨V.''-" 「「「T「ー-

・
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City of Kumamoto outline熊本市資料

伽熊本市のあゆみ

明治;
1870　　　年l細川讃久熊本藩知事となる

古城に医学校が開校

年率　廃藩置県により熊本県が設置

鎮西鎮台(九州及び中国西部を管轄)が設置

熊本洋学校が開校

1872 i　　　年　明治天皇の熊本行幸

1877　　10年　西南戦争(市街地の大半が兵火により焼失、熊本城天守閣炎上)

1887　　　20年　第五高等中学校(九州1校)の設置

1888　　　21年　熊本鎮台　第六師団と改称

1889　　　22年　市町村制が施行され熊本市が誕生

第一回熊本市会議員選挙

現在の白川公園前に市役所が開庁

24年　高瀬・熊本市春日問の九州鉄道が開通

熊本電燈会社が開業し九州に初めて電燈がともる

lラフカディオ・ハーン(小泉八雲)第五高等中学校に着任

25年　塘林虎五郎が貧児寮(大江学園)を設立

26年.内村鑑三、熊本菜学校教師として着任

27年　第五高等中学校は第五扇等学校と改称

28年　ハンナ・リデル女史が回春病院設立

29年　夏日瀬石が第五高等学校に着任

31年　ジョン・メリー・コール神父がらい救済の待労院設立

市立避病院設立(後の白川病院)

33年　白川大水害、明午・安巳・長六橋流失

封年　熊本電話交換局船場町に開設　電話交換業務開始

第1回熊本市統計書を発行

1906　　39年　第五高等学校工学部が独立し、熊本高等=業学校と改称

1907　　　　年　安巳橋・水前寺間に軽便鉄道開業

1909　　　42年,九州縦貫の幹線鉄道(鹿児島線、門司・鹿児島問)実現

44年.市立実科高等女学校開校

菊池軌道株式会社が上熊本・広町問開業

大正
1912　　　元年　熊本軌道が楢崎・百買石問開通

1913　　　年　熊本市初の=業統計調査を実施

肥後相撲館開館

1920　　　年　第1回国勢調垂　市人口70.338人、戸数13.817戸

1921　　　年　大熊本市誕生

(1 1力町村合併黒蒙・池田・花園・島崎・横手膚Ej ・古町本荘骨竹.大江・本山)

1922　　　年　市立実科高等女学校が市立高等女学校と改称

1923　　12年　手取本町に市役所新庁舎落成

1924　　　年　市営電車開通(開通に伴い大甲橋を架設)

市上水道通水開始

歩兵第二十三連隊の留守臥涯鹿に移転
lヽ
・
2り
.
HHHU

市三大事業

14年　市三大事業記念国産共進会開催(入場者1 33万人)

飽託郡出水村が市と合併

備軸
1927　　　　年　長六橘開通

市営乗合自動車(市営バス)が7台で営業を開始

1928　　　年　熊本放送局JOGK開局(ラジオ初放送)

水前寺公設グラウンド開場(陸上競技場・野球場)

1929　　　年　熊本動物園が水前寺公盤内に開園

1930　　　　年　熊本市歌を制定

花畑町に市勧業館が落成、開館

市公会堂新館が苫成

「FT¶・蝣;Sss・..鶴. !・'..・;'.蝣ン.'ニ　<y! - ~迅""TIT'tt:,1これ.T.

太陽暦を採用

白川県を熊本県と改称

東京電灯会社初めて点灯

大B本市回憲法の公布

大津事件

日清戦争始まる

治安警察法公布

1904　日露戦争始まる

ストックホルム五輪にEj本初参加

阿蘇大爆発

1914　第一次世界大戦

国際連盟発足

関東大震災

国有鉄道鹿児島本線全通

世界恐慌始まる

1931　　　年　白坪村を市に編入

1932　　　　年　飽託郡画図村が市と合併、画図即となる

1933　　　　年　熊本城宇土櫓国宝に指定

1935　　10年　新興熊本大博覧会を開催

1936　　　　年　飽託郡健軍村が市と合併

1939　　　　年　飽託郡清水村が市と合併

1940　　　　年　飽託郡川尻町、E]吉村、力合村を市に編入

17年

n
R
」
k
:

o
I
O
H

i
n
N
M
か

九州BB新聞と九州新聞が統合されif琶本日E]新聞発足

健軍町に三菱重工業熊本航空機製作所設立

市電気局が而交通局と改称

アメリカ軍が熊本市を空襲(中心市街地の大半が焼失)

市立民生病院発足

市消防本部設置

而立母子寮を設置

熊本中央児童相談所が古城町に設置

1949　　　24年　市立高等女学校が市立高等学校と改称

「火の国まつり」開始

而立実務員養成所が西山中学校内に開校

市立熊本保健所を上林に新設

市立民生病院は市立熊本市民病院となる

1952　　　27年　市立博物館開館

1953　　　　年　飽託郡田迎村、御幸村を市に編入

6.26熊本大水害発生　白川の氾濫で熊本市中心に大被害

飽託郡池上村、高橋村、城山村を市に編入

熊本初の民間放送　ラジオ熊本開局

1954　　　29年　上益城郡秋津村を市に編入

市電開通30年記念「熊本交通観光大博覧会」開催

1955　　　30年　飽託郡松尾村を市に編入

1957　　　32年　市立高等学校に商業科を併設

飽託郡小島町、音喜EE]村を市に編入

大水害発生　井芹川・坪井)旧巳濫　金峰山周辺で山津波

1958　　　33年　飽託郡中島村を市に編入

1959　　　34年　市立高等学校商業科が分離独立し、而立商業高等学校となる

市立実務員養成所が市立実務商業学校と改称

1960　　　35年　健軍町に熊本空港開港
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熊本城天守閣再建、落成

第1 5回国体夏季大会を開催

天守閣再建記念「躍進熊本大博覧会くまもと博」開催

市第一次総合計画策定

市民会館開館

熊本交通センター開所

江津湖畔に水辺動物園が開園、熊本動物博覧会を開催

1970　　　45年　飽託郡託麻村を市に編入

勤労青少年ホームが新屋敷に落成
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九州縦貫自動車道(熊本一植木問)開通

市議会が「森の郡宣言」決議

金峰LLJ少年自然の家が開所

市議会が「地下水保全都市宣言」決議

市立実務商業学校が市立実務商業専門学校と改称

市が「健康都市」宣言

中国・桂林市と友好都市提携調印
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幸田市民センタ-開所、北部保健センタ-開所、横井小柄記念館開所

総合体育館、青年会館開館

米国・サンアントニオ市と姉妹都市提携調印

大江市民センター開所

夢釦軒*-f 、∴ :∴

満州事変始まる

ヨネ、国際連SHKLR

/＼レンケラー東熊

1937　口中戦争始まる

1941太平洋戦争始まる

太平洋戦争終結

E]本Eg憲法公布

1947　地方自治法公布

婦人に初の参政権

大韓民国誕生

1950　朝鮮戦争起こる

1951サンフランシスコ講和条約調印

NHKテレビ放送開始

1956　日ソ国交回復

5000円札、 1 00円硬貨の発行

東京都人口が世界一に

阿蘇中庄大爆発

1万門札発行、国民皆保険と拠出制国民年金が発足

NHKカラーテレビ放送熊本で開始

東京オリンピック開催

大阪でE]本万国博覧会開催

沖縄返還協定調印

1 972　札幌で冬季オリンピック開催

ソ逗チェルノブイリ原子力発電所事故

ELt臨。fcT- 35軍
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of Kumamoto outline 熊本市資料

印熊本市のあゆみ

1989　　元年　市制施行100周年記念行事「熊本百彩」開催

流通情報会館開館

1990　　　年　r総合婦人会館・カルチャーセンター」開館

「水資源国際会議」を開催

「水の科学館」開館

1991　　年　熊本市と飽託郡4町(北部・河内・飽ffl一天明)が合併

南部スポーツセンター開館

水辺動物園と都市緑化植物園カし体化　動植物園として開園

1 992　　　蜂　独国・ハイデルベルク市との友好都市締結の協定書草案に合意

1993　　　年　大名屋敷IB細川刑部郎移築・復元

「火の国フェスタ・<まもど93」が開幕

93ゆうあいピック熊本大会開催

1994　　　　年　国際交流会館開館

「市民こども憲章」制定

福井市と姉妹都市締結

1 995　　　年　市立実務商業専門学校が市立総合ビジネス専門学校と改称

チビも文化会館開館、健軍文化ホILI開館

環境総合センター完成

市が「平和都市」宣言

市が「環境保全都市」宣言

1996　　　　年　中核市に移行

熊本市優待証(さくらカード)運用開始

第1回くまもとお城まつり開幕

1997　　　年　97男子世界ハンドボール選手権大会開催

国内初の超低床電車運行開始

1998　　10年　市総合屋内プール「アクアドームくまもと」完成

「中核市サミツ

1999　　　　年 「スポ-ツ都市宣言」決議

第54回国体「くまもと未来国体」開催

第35回全国身体障害者スポ-ツ大会い-トフルくまもと大会」開催

第2 0回記念国際・全国マスタ-ズ憧上競技選手権熊本県大会を開催

「ひのくに新世紀総体」開催

2000　　12年　而立商業高等学校が而立干原台高等学校と改称

2001　　年　市立高等学校が市立必由館高等学校と改称

2002　　14年　市現代美術館開館

国際環境部市会議くまもと2002開催

2003　　　線　託麻スポーツセンター体育館開館

市議会が闇光立市くまもと」都市宣言決議

アジア太平洋都市サミット第5回実務者会議開催

2004　　16年　市政情報プラザ開設

個人情報の保護に関する条例施行

2006　　時「熊本都市圏及び政令指定都市についての研究会」設置

世界女性スポーツ会議くまもと開催

2007　　19年　熊本城築城400年

熊本市中心市街地活性化基本計画認定

2008　　　20年「り工ルバルくまもと」開館

熊本城本丸御殿復元完了

熊本市と富合町が合併

2009　　　21年　家庭ごみの有料化開始

2010　　　22年　熊本市と城南町、植木町が合併

2011　　23年　九州新幹線全線開業

「桜の馬場城彩苑」開館

「くまもと森都心プラザ」開館

2012　　　割年　熊本上海事務所開設

政令指定都市となる

36

日本人初の宇宙飛行士、毛利衛

アメリカ、スぺ-スシャトル.エンデ/トで宇宙へ

E]本人宇宙飛行士、向井千秋

アメリカ、スぺ-スシャトルjロンm宇宙へ

阪神・淡路大震災

地下鉄猛毒サリンガス事件

長野オリンピック開催

情報公開法成立

アメリカ同時多発テロ事件

イラク戦争勃発

個人情報保護法成立

尼崎市で」 R福知山線脱緑事故

裁判員制度始まる

九州南部でD蹄疫の感染広がる

東日本相銀、福島第一原子力発電所事故

City of Kumamoto outline

臣rtii監

明Y&一昭和期の新聞人・歴史家。熊本

洋学校・同志社に学び上京、帰郷して自

由民権運動に参加し、大江義塾を開設。

明治20年民友社を設立「国民之友」、同

23年「国民新聞」を発行O 「近世日本国

民史」 100巻を完結。生涯300冊の著作

を残した。

文久3年1月25日生まれ、

昭和32年11月2日死去、94歳。

第7代熊本市長として、歩兵第23連隊の

移転・市電・上水道の開設の三大事業

を完遂、市の近代化、発展繁栄に尽くし

7=。また、教育者として東洋語学専門学

校校長、熊本商科大学長を歴任、郷土

教育の振興育成に努力し7Io

明治16年1月1日生まれ、

昭和32年5月6日死去、 74歳o

日本画家。明治42年,22歳のとき上京O

大正2年第7回文展に「霜月頃」が初入

寮。その後、横山大観に師事した。昭和

13年.文展審査員,.戦後は文化勲章受

章なと日本画壇の重鎮となるC代表作に

日光輪王寺薬師堂天井画「鳴竜図」、熊

本市民会館綴帳「火の国語舞」なとがあ

・:'こ

明治20年9月12日生まれ、

昭和55年12月3oa死去、93歳。

後藤是山氏(本名・祐jdβ)
昭和54年10月1日表彰

新聞人、俳人。九州日日新聞社入社後、

国民新聞社に留学,徳富蘇峰の京陶を

受けたG帰熊後九州日日新聞社の主筆、

編集長として熊本の文化振興に貢献。昭

和2年、俳誌「かばがらし」(のち「東火」)

を創刊主宰した。著書に「肥後の勤皇」、

編書に「肥後国語」があるO

明治19年6月8日生まれ、

昭和61年6月4日死去、 99歳L_,

旧肥後藩主細川家16代当主o有斐学舎

舎長、肥後奨学会設立、多額の奨学金

を出資して本県出身者の育成援護に尽

くしたO国の文化財保護委員会委員とし

て、本市の重要文化財、史跡、名勝等の

保存活用に貢献した。

明治16年10月21日生まれ、

昭和4ラ年11月18日死去、87歳。

医師、教育者、社会事業家O熊本英学校

で海老名弾正らに学び受洗。エジンバラ

大医学部卒。産婦人科病院開業の傍ら

無料診療所紫苑会治療所を創立。県医

師会長、公選の県教育委員長、大江高校

校長一県社会福祉協議会会長、熊本

YMCA理事長、県原水禁理事長なと歴

tf.キリスト教信仰に韮づくt.ii'i一現し、蝣'-*.->

明治5年12月7日生まれ、

昭和48年8月7日死去、 100歳O

漢学者。東京大学名誉教授O東方文化

学院院長、実践女子大学学長、東方学

会会長を歴任。靖国(中国)に留学して

支那学を、ドイツで西洋哲学を学んだO西

洋哲学の方法を用いた中国哲学の叙述

は一世を風摩した。

明治8年11月15日生まれ、

昭和49年2月19日死去、 98歳。

中村汀女氏(本名:破魔)
昭和54年10月1日表彰

高浜虚子の門下生で、現代女流俳句の

第一人者O常にふるさとを愛する心を底

流にした"汀女俳句"は、句にふれる人々

に、郷土愛を喚起させ,郷土の文化振興

に貢献したO「ホトトギス」同人、 「風花」を

創刊主宰Uz>

明治33年4月11日生まれ、

昭和63年9月20日死去、 88歳O

宮中歌会始詠進歌選者を努めるなと日本を

代表する女流歌人。歌語「椎の木」を主宰G平

成3年には歌壇の最高賞である遥空賞を受

賞。また、書家としても顕著な功績を収ゆるO熊

本県教育委月会委月長、熊本県文化協会会

長なとの要職を歴任、本市の教育・文化の発

展に多大な功鼠,勲四等瑞宝章受章。くまもと

県民文化賞受賞。熊本県近代文化功労者。

大正9年2月19日生まれ、

平成24年3月17日死去, 92歳。

二∴∴- I:

r

　

,

-

J

′

」

.

・
ト

蝣'."蝣*蝣'.



ひらがなのくの字を図案化したもの。

和を尊び、人の調和を基本として躍進

鷲肖iHfyfc&CDT't.関頭謡
(昭和44年8月1日制定)

Kumamoto City Song

熊本市歌　東間正治作詞鳥飼哲夫作曲　(昭和賭3月制定)

¢
熊本市
市勢要覧
201 2

水と.綾と、情熱てこ

臣瓦瓦

City of Kumamoto

201 2年7月発行
発行人/熊本市企画振興局統計課

〒860-8601熊本市中央区手取本町1番1号
TEL 096-328-2380

制作/㈱城野印刷所
〒861 2296熊本県上益城郡益城町広蹄1 630-1

TEL 096-286-3366

l‥-　u蝣　r-　<　　　　　さ　　　　　、・,(　　　　　∴~r I

霊峰阿蘇を遥かに望み　水白川の流れに沿いで
こL'Jう

天下に名だたる古城の都　われらの都　大熊本市

と?わ　ふとり　　　　つつ　　　　　　　　う!-

常磐の線いらかを包み　森の都と世に謳われて
ms己Ul

文遅さかゆる平和の都　われらの都　大熊本市

りっし　いとな　　　　　　　　Lんこう　　　　ふ

商工立市の営みしげく　いま新興の光に満ちて
EM冒

生気ぞあふるる文化の都　われらの都　大熊本市

ご　く:蝣　i i .°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニt lこIi.iL　　　>-蝣　--A蝣

四、輝く進取の旗ひるがえし　西日本の最中に立ちで
さr　　　サ・: ち

いざいざ築かむ理想の都　われらの都　大熊本市

市の木
イチョウ
(イチョウ科)

市の花
肥後樗
(ツバキ科)

市の鳥
シジュウカラ

熊本市民には熊本城が銀杏城といわ

れているようになじみ深く、強健で樹

齢が長く、市街地の街路に多く植栽さ

れ、独特な尖円錐形の樹形をつくり春

の緑陰、秋の黄葉とその美しさでよく

知られている。

(昭和49年1 0月gE]制定)

江戸時代から細川藩の庇護を受け、藩

士をはじめ寺社地の豪族等の愛好家

によって広められ改良を重ねて、清雅

枯淡の味わいある銘花となったといわ

れている。肥後椿の特色は薄色の花弁

が主流でよく整った一重咲きで、中心

に金糸銀糸のような色鮮やかな太い雄

しべが梅芯のように盛りあがるところ

にある。 (昭和49年1 0月9日制定)

全長約14.5cmで、美しい澄んだ声で

さえずり、多重の害虫を食べ、緑を守

る益鳥として市民に親しまれている。

金峰山や立EE]山、託麻三山など森に

多く生息し白い胸に黒ネクタイ状の

帯がE]立つ可愛い姿で、四季を通じ

て観察される。

(昭和59年5月22日制定)
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